
16 化学製品による事故を防ぐために

　適量を均一に放出することができるスプレー式の容器は、殺

虫剤、塗料、消臭剤などの家庭用品、ヘアスプレーや制
せいかんざい

汗剤な

どの人体用品、また自動車用品等に広く使われています。霧吹

きのように人の力を用いるポンプタイプのものもありますが、

ガスの圧力を使って内容物を霧状や泡状に放出する製品は、特

にエアゾール製品と呼ばれています。その多くはLPガス（LPG）

やジメチルエーテル（DME）といった可燃性の高圧ガスを使用

しているため、取り扱いによっては破
は

裂
れつ

や爆発の危険性があり、

「車の中に置いていたタイヤ用パンク修理剤（エアゾール製品）

が破裂して車内が汚れた」という相談が当センターに寄せられ

ました。申し出者は「『高温のところには置かないよう表示して

あるため、責任を負いかねる』とメーカーに言われたが、車の

中は 40℃以上になることもあり、自動車用品なのに『40度以

上になるところに置かないこと』と表示されていては車の中に

置くことができず、そもそも表示に矛
む

盾
じゅん

があるの

ではないか」と言っています。

　エアゾール製品の容器の中には、それぞれ

の製品の目的となる成分のほかに、それを

溶かしている溶
ようざい

剤や、噴射するための高圧

ガスが入っています。ボタンを押すとバル

ブが開いて、容器内に詰め込まれている高圧ガス

が目的成分･溶剤とともに容器の外に飛び出し、急激に膨
ぼうちょう

張す

ることによって細かい霧や泡をつくるという仕組みですが、高

温の場所に置くと、高圧ガスが容器内で膨張して破裂する可能

性があります。「高圧ガス保安法」では、エアゾール製品の容器

として使用する缶の安全性について、70～ 80℃以下では破裂

しない程度の耐
たいあつせい

圧性を確保するよう定めていますが、直射日光

の当たる場所や暖房器具の近辺は 70℃以上になることもありま

す。また炎天下の自動車内では、窓を閉めてエアコンを止めた

場合、車室内の気温は 60℃前後に、ダッシュボードの上など、

場所や日当たりによっては 70～ 90℃まで上がる恐れがありま

す。同法では、十分な安全性を考慮して、「温度が 40度以上と
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17車の中に置いていたエアゾール製品が破裂




